
                      

 

１．主 旨  

  「地域共生社会」の実現に向け、本県においても市町における包括的支援体制整備としてともに生

きる豊かな地域づくりのための検討や取り組みが進められている中で、福祉施設・事業所、行政、社

協等には、地域住民との連携、協働による多様な支援を展開することが期待されています。 

  主に個別支援を行う専門職は、個人（世帯）のニーズを、本人（世帯）の側に立った支援を進める

姿勢が求められます。また、「孤立や排除状態からの地域とのつながりの（再）構築」を念頭に、本

人の課題だけに着目するのではなく、本人を取り巻く地域の環境をふまえ、地域住民や関係専門職で

強みや課題を共有しながら、くらしをまもり支えていく視点が重要です。 

本研修では、「地域生活支援」の考え方を確認し、専門職が本人や地域の人たちと何をみて、聞い

て、つながって動いていくのか、豊かな関係性をつくるために必要なことは何かを学び合い、実践に

つなげることをめざします。 

 

２．主 催 （社福）広島県社会福祉協議会 

 

３．対 象  次の[Ⅰ]～[Ⅲ]いずれかに該当し、２日間の連続プログラムに参加できる職員 

[Ⅰ] 市町社会福祉協議会職員のうち(ⅰ)～(ⅲ)いずれかに該当する人 

(ⅰ)個別支援担当職員 

（生活困窮者自立支援事業担当者、福祉サービス利用援助事業（かけはし）専門

員及び法人後見事業担当職員、生活福祉資金貸付事業担当者等） 

        (ⅱ)本会が主催するキャリア別社協職員研修を受講した職員 

        (ⅲ)地域生活支援に関心がある、又は個別支援業務を担当予定の職員 

[Ⅱ] 市町の生活困窮者自立支援事業担当職員 

[Ⅲ] 地域包括支援センターや社会福祉法人、福祉施設・事業所等の職員 

 

４．定 員  ３０人 ※定員になり次第締め切ります。 

 

５．参加費  無料 

 

６．日 時  1日目 令和５年１２月１日（金）１０：３０～１６：００  

2日目 令和６年１月２２日（月）１０：３０～１６：００  

 

７．会 場  広島県社会福祉会館 講堂（2階）（広島市南区比治山本町12-2） 

 

令和５年度「地域生活支援を進める専門職研修」 

 

 

開催要項 



                      

８．講 師  大阪公立大学 都市科学・防災研究センター/大学院現代システム科学研究科 

       教授 野村 恭代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．内 容 

時 間 内   容 

【1日目】 

12月 1日（金） 

10:30-16:00 

 

※受付 10:00～ 

昼休憩1時間 

 

■ 開会 

■ オリエンテーション（説明者；広島県社会福祉協議会） 

本研修の主旨説明 等 

■ 講義（仮）「地域を基盤とした相談援助の理解」 

1. 地域生活支援および総合相談支援の理解 

2. ソーシャルワーク機能の理解 

3. 地域住民や関係機関との連携 

4. 地域生活課題の解決を通じた地域づくり 

■ 報告（仮）「地域の支え合いの取り組み～地域の変化や専門職に望むこと～」 

■ 演習（事例研究） 

「インフォーマルサポートや制度・サービスを組み合わせて支援する」 

～地域の活動者とともに「地域生活支援」の視点、考え方を深める～  

 

報告：三原市久井町江木「もうもうカフェ」代表者 佐倉 弘香 

三原市社会福祉協議会久井地域センター 福祉活動専門員 石田 洋史 

講師：大阪公立大学  

都市科学・防災研究センター/大学院現代システム科学研究科 

教授 野村 恭代  

【2日目】 

1月 22日（月） 

10:30-16:00 

 

※受付 10:00～ 

昼休憩1時間 

■ オリエンテーション 

■ 講義（仮）「連携と協働－ケースカンファレンスの活用－」 

■ 支援事例の共有および事例研究  

本人への支援を通じて地域へもたらす効果を確認し、相談支援の展開にお

ける具体的な関わり、実践を考える。 

 

講師：大阪公立大学  

都市科学・防災研究センター/大学院現代システム科学研究科 

    教授 野村 恭代 

■ まとめ 

■ 研修のふりかえり 

 ※当日の状況により、内容等変更する可能性がありますのでご了解ください。  

 

医療法人に勤務中、生活のしづらさのある人の住まいに対する「施設コンフリクト」

を知る。解決策が見出せないため自身で研究することに。帝塚山大学心理福祉学部講師、

関西福祉科学大学講師を経て、2013 年より大阪市立大学大学院生活科学研究科准教授兼

都市防災教育研究センター研究員、2022 年から現職。研究テーマに地域相互支援型活動

拠点の機能に関する研究、コンフリクトの合意形成手法に関する研究、福祉防災など。 

－講師プロフィール－ 

大阪大学大学院人間科学研究科修了（人間科学博士）、専門社会調査士、社会福祉士、精神保健福祉士 

 



                      

１０．参加申込 

（１）専用申込フォームから令和５年１１月２７日（月）までにお申し込みください。 

   ［ 申込フォームURL ⇒ https://onl.tw/ysEphmr ］ 

 

１１．会場までの交通手段・会場案内図 

（１）会場の駐車場は確保できませんので、公共交通機関を利用してください。 

（２）広島県社会福祉会館の駐車場は利用できませんので、車で来場の場合、最寄りの有料駐車場

を利用してください。 

          

 

１２．その他 

（１）申込にあたり記載される個人情報は研修の目的のみに使用します。 

 

１３．申込・問合せ先 

（社福）広島県社会福祉協議会 地域福祉課（担当：廣田） 

    〒732-0816 広島市南区比治山本町12-2 

TEL 082-254-3414  FAX 082-256-2228  E-mail chiiki@hiroshima-fukushi.net 

 

 

 

➢本研修は、地域の皆さまより寄せられた共同募金助成金を活用し実施します。 

 

 


